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二〇一六年十月、ボブ・ディランが同年のノーベル文学賞を
受賞したというニュースはまだ記憶に新しい。当時、特に英語メディアには、この受賞に批判的な声が少なくなかった。往年のディラン・ファンを中心にお祝いムードが支配的だった日本でも、世界で最も権威があるとされる文学賞 歌手に与えられたことを意外だと感じる人は多かったのだろう。 「確かにディランは自分で詩も書くシンガーソングライターだけど、所詮は歌詞だし…」という戸惑いの声や、 「歌詞も文学なの？」という素朴な疑問、またこうした疑問に対して、ディランの歌詞の「詩」としての文学性を強調する識者の論説まで、様々な声がメディアで紹介されたのを覚えて る。　
批判、当惑、肯定とそれぞれ異なるいずれの立場にも共通し
ているのが、文学とは文字に書かれたテキストの とだ いう前提だ。スウェーデン・アカデミーは ランの授賞理由を 「米国の歌の伝統において新た 詩的表現 創造 」として、古代ギリシャの吟遊詩人ホメロスを引き合いに出しながら、ディランは「口語で表現する偉大な詩人」だと賛辞を贈っ
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ロップシュトックが、 「 内容や適切な言葉と共 現れ出る魂」は詩 朗読されて初めて目 見え ようになると説いてるように
2、ドイツ語圏の詩人たちは、書かれたテキストに声
を与えることに非常なこだわりを持っていた。この朗 偏重はその後もロマン派のサロン文化の中に受け継がれ、十九世紀中ごろまでに、朗読は教養市民層 とっ 必須の し みの一つとなる。このプ セスの中で、当初クロップシュトックやロマン派の詩人たちが目指していた、テキスト 声の活き活きとした結びつき 忘れられ、朗読は小市民的な芸術鑑賞 あるいは芸術消費の対象になってしまった。　
失われた声の力を再び文学に取り戻そうとする動きは、十九
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た独特の作風を持っている。ベンケルザングとは、殺人などセンセーショナルな事件を題材にした物語を、その情景を描いた絵を紙芝居のように見せながら、 を交えて披露する一種の大衆芸能である。堕落した少女 歌った『ブリギッテ・Ｂ』のようなバラードや、殺人を扱った『おば殺し』など、ウェーデキントのシャンソンには大道歌 典型的なモチーフやテーマを取り入れたものが多い。ど 品も、ブルジョワジーの良き趣味や良識を逆なでするような内容を平易な、いやむ ろ俗な言葉でうたった詩だ。　『おば殺し』では、ドストエフスキーの『罪と罰』の主人公ラスコーリニコフを思わせる若者が 金持ちの叔母を殺した顛末を物語る。大道歌手の伝統的な「殺しの歌
（モリタート）
」が













食った、まるで辻弾きの手回しオルガンのような、ことさらに俗っぽい、陽気な大道歌的メロディーをつけている。この奇妙に場違いな音楽は、 「花咲く青春」を謳歌するに足る金を得るために、当然のように老い先短い叔母を殺し、何の罪悪感も持たない若い殺人者の単純素朴な世界観を表現してい 。物語と音楽の不調和は、こ 殺人者の世界観に嫌悪感 抱くだろう市民階層の聴衆をぞっとさせると共に、彼らをからかい、挑発する役割も担って る。つまり、ここでは音楽がテキスト 補足することで、市民社会の秩序を一瞬ゆるがすような、アナーキーでゲリラ的な効果が詩に付与されているのだ。　
もちろんこの効果が発揮されるためには、詩がテキストとし
て読まれるのではなく、メロディーにのせて歌われなくてはならないことをヴェーデキントは良く理解していた。録音 残っていないので、彼が自作のシャンソンをどの様に歌っていたかは分か 。しかし、同時代人 証言 よる 、ヴェーデキントは「鼻にかかったような、甲高い」声をしており 「容赦のない鋭い」調子で歌ったという
4。多分、伝統的なリートの
歌唱とは異なる、ことさらに耳障りな歌い方だったのだろう。ギター 弾き語りをするヴェーデキントを撮った当時の写真を見ると、ひげの い妙 肉感的な顔と、どこと く眠そうで
いて、そのくせ鋭い眼光でカメラを見据えるような視線が目を引く。これは私の全く個人的な印象に過ぎないのだが、不思議と見る者をぞくっとさせる、 「危ないおじさん」とい 雰囲気がある。同時代の評論によ と、 ヴェーデキントの出で立ちは、文学キャバレーの舞台に「悪魔的な雰囲気を呼び起こす」のに一役買っていたと う
5。俳優でもあったヴェーデキントは、
身体的な「外見」の効果も熟知していただろう。ギターを片手に歌う詩人の姿は、偶然生ま たスナップ写真では く、考え抜かれ、演出されたものであり 詩と音楽を補完するパフォマンスの重要性を示唆している
＜図 1＞フランク・ヴェーデキント　　　
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ントの本領は、ヴィルヘルム二世時代の権威主義的国家を風刺した政治的シャンソンの中でも遺憾なく発揮されている。文学キャバレー「十一人の死刑執行人」に参加する以前から、 ヴェーデキントは皇帝不敬罪の廉で何度も追及され 一八九八年には裁判所から半年の禁錮刑も科されている、いわばいわくつきの作家だった。一九〇五年にオーストリアの雑誌『ディ・ファッケル』に発表された『ベルリンの動物学者』は この裁判をネタにした詩 。
ベルリンの動物学者子供たち、どんなことがこのあいだベルリンの動物の先生に起きたかきいとくれ。とつぜん警官が先生を捕まえて予審判事の前に連れていったとさ。この判事ときたら先生の足 ぎゅっと踏んづけて先生に容赦なく警告し
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ても何の不思議もない しかし、 あらゆ 言葉の裏に隠された、皇帝に対する侮辱を見逃すまいとする当局者は、動物学者の書物すら深読みし、そこ 出てくる動物の名前にまで不敬罪の種を見つけてしまうのだ。最終連の動物学 志す若者への忠告は、どんなテキストも皇帝に関連付ける当局者 態度を茶化すと共に、そもそも不敬罪を免れることの困難さを皮肉 表現している。また、二連目の動物学者の弁論は、この当局者の深読みが逆に、不敬罪が取り締まっているはずの行為に似てくるという矛盾をついている。　
この風刺詩は子供の歌の体裁を取っており、ヴェーデキント
がつけたメロディーもそれに対応してい 。彼自身のパフォーマンスは知るよしもないが ブレヒトソング 歌 手としても著名な、プロレタリア演劇の俳優エルンスト・ブッシュが一九六四年に行っ 録音
8を聴くと、まるで「みんなのうた」
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撃的な論争も辞さないジャーナリストとして、同時代の先進的な文壇で絶大な影響力を誇っていた。歌う詩人としての側面を持っていたことで 両者は共通しているが、音楽に対するアプローチには違いがある。つまり、ヴェーデキント シャンソンが、俗なキャバレーソングという大衆歌謡の衣をま うことで反市民性を獲得して たのに対し、クラウスはオペレッタという小市民的な軽音楽劇の形式を用いて、市民社会 現実の低俗さや欺瞞性を表現しようと試みている。　
一九二一
年に発表されたオペレッタ『文学 あるいは今にわ
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には「霊媒」という意味もある。続く詩連では、新聞の報道が恣意的に生み出した現実を、読者がまるでお告げよろしく受け入れ、何の疑いも持たず、報道に文字通り「踊らされる」様が歌われる。これによってメディアとしての新聞が持つ魔術的な支配力が強調される。
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する姿が記録されている。この映像からは、折り目正しいスーツ姿のクラウスがせわしなく体 揺すったり、あるいはツェッヒの証言通り、神経質に手を振ったり回したり様々に動かしながら朗読する様子が確認できる。ひょろりとし 体躯と知 で神経質そうな顔立ち 光線 具合でギラっと光るメガネ その後ろで光るさらに鋭い眼光、これらの外見が相まって、まるでマッドサイエンティストを演じる性格俳優のような 何ともいえない禍々しい雰囲気が醸し出されている。　
さらに特徴的なのは声の使い方だ。低い調子から突然、声を
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声の使い方は、上述のジェスチャーと同様、ある特定の効果を狙って意図的に選ばれたものである。クラウスはこの特異な朗読スタイルによってテキストを活性化し、そこに強い発信力や警告機能を付与しようとしている だといえる。この点において、ツェッヒがクラウスの声を黙示録の天使が吹く楽器で「トロンボーン」に例えていたのは興味深い。　
さて、 『プレスの歌』に戻ろう。軽快なピアノ伴奏に合わせ
て歌うクラウスのパフォーマンスで際立っ がテンポの自在さである。早いテンポと遅 テンポが目まぐるしく入れ替わり、陽気に歌うような調子が鋭い調子の語りに変わる。ジングシュピールの語り歌いに似たスタイルだが その際、美声で母音の響きを強調するような、伝統的「歌謡」 要素は徹底して排除され、子音の摩擦音や破裂音、さら 巻き舌のＲ音が過度に強調されている。最終連を例にとると、出だしの「入込み、押し入り、絡みつく
（












が断ち切られ、耳障りで鋭い音が鑑賞者 耳を攻撃してくるような感じがすると同時に 全体にやりすぎの感を与え ことで滑稽な印象も生み出している。　
この独創的な歌のスタイルは二重の意味でテキストを補完
している。すなわ 、ことさらに攻撃的なパフォーマンスは、一方で「違法出版者」に体現 れるプレスの危険な暴力性と尊大な押 つけがましさを、いわばテキストの意味を超え 音響
的に体感させている。他方で、 ばかばかしいほどに強調された、いわば演出過剰な演劇的スタイルをとることで、プレスに支配されている近代社会の滑稽さを露わにし、風刺の対象であるプレスに対するあざけりをも表現している。ベルト・ブレヒトとヴォルフ・ビーアマン　
さて、ここまでウェーデキントとクラウスが、テキストと音










興亡』に出てくる『アラバマ・ソング など クルト・ヴァイル作曲による劇中歌は現代でもジャンル 超え 様々な歌手
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によって歌われ、ドイツ演劇の枠を超えて広く知られている。さらにブレヒトと音楽の関係については近年、主に演劇学的アプローチから光が当てられるようになっており、それと関連して、初期のブレヒトが歌手活動を行って たことにも伝記的関心以上の注意が払われはじめた
13。そこで、ブレヒト演劇にお
いて音楽が果たしている役割や、彼 ソング 詳細については既存の研究を参照していただくことにして、ここではブレヒトがなぜ音楽にこだわったのかを簡単に見ておくにとどめ い。　『三文オペラ』の注釈の中でブレヒトは、劇中の挿入歌をドラマのセリフ部分から切り離 歌うよう指示している。俳優は、演じている登場人物になり切った状態で、ドラマの自然な流れの中で歌を披露し はならない。むしろ歌のパートはドラマの自然な流れを断ち切り、進行している物語に外側か コメントしたり、歌っている俳優が演じる人物 性格 批判的に指し示したりする
14。つまり音楽は、 観客に登場人物やストーリー
に対して違和感を覚えさせるように働く とで、ブレヒト演劇の核となる「異化効果」を生み出しているのだといえ 。ブレヒト自身が『三文オペラ』のソングにつ 解説した言葉を引こう。
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た「ジェスチャー的」な大衆歌の伝統に文学テキストを接続させようとする意図において、ブレヒトが先行する二人の反市民的風刺詩人につながっていることが分かるだろう。ただし、ブレヒトは音楽の重要性をより強く認識し、テキストと音楽の演劇的な結合をさら 理論的に追求し いる。だからこそ彼は、自作自演のシンガーソングライター的スタイルを捨て、先進的な現代音楽の作曲家や俳優との共同作業というスタイルを取るようになった だといえよう。　
さて、ヴェーデキント、クラウス、ブレヒトと続いてきた、
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ヒトアーカイブの所員たちに 会ったブレヒト 反応にある。私もドイツ語圏の文書館にはたびたび出入りし るが、かの地のアーカイヴィストが細心 注意を払 て資料を整理し、厳格に資料を保管している様子には全く驚かされる。大作家遺稿ともなると、残っている のすべて、さ いな書付やメモから落書きまでが徹底的に分類され、番号がふら てアーカイブに収められる。自分の遺稿がこのドイツ流の厳密極まりないアーカイブ作業の対象になっている とを知っ は、あんな「が くた」 保存するのかい 所 をから つつ、それに満足する。　
ビーアマンが確信を持った社会主義者だったことは先に述
べた。しかし、東ド ツ移住後の彼は、現実 存在して る社会主義国家の官僚的体制が抱える矛盾を目 当たりにし、いまだ存在していない理想の社会主義の視点から現 の体制を批
判する立場を取るようになる。ブレヒトが同時代のブルジョワ社会に隠されたイデオロギー的矛盾を暴く挑発的な「密告者」としての機能をソングに与えようとしたのと同様、ビーアマンも彼の困難な内部告発的文学活動を、詩と音楽を手段として行ったのだ。しかし、一九六四年の西ドイツで コンサート活動の後、ビーアマンは東ドイツ国内の公の場での活動を禁止され、出版も演奏活動もできなくなる。一九七六年にケルンで行われた伝説的なコンサートの中でビーアマン自身が語っているように より良い社会主義 未来を信じて行った自身の活動が現存するドイツの社会主義国家から禁止されたことは、彼に非常な衝撃を与えたようだ。　
このような状況にあって、反ファシズムの闘士であり、ワイ
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男のバラードむかし がいたかれは片足をはだしの足をクソにつっこんだ。男はむかついたじぶんの片足にこの足で もう一歩もあるくまい。そこには水がなかった足を洗うにも片足を洗うほどの水もなかった。で、男は斧をとり足をおとした切っておとした慌ててその斧で。あんまり慌 すぎていたかれはきれいな足をまちがった足を慌てて切ってし っ いた。
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小さすぎるガラス 靴に合わせて の娘の足を切り落 した、シンデレラの継母を連想させるのは偶然ではあるまい。 ）　
しかし最終連のコメントは一体どう解釈すればよいのだろ
うか。皮肉な だろうか、それとも希望な ろうか。この問いに答える前に、ビーアマン バラード 好対照をなす、党をモチーフにしたブレヒトの詩を見てみ い。
（以下の訳も野村修
氏の訳を参考 つつ、適宜変更した。 ）
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な組織や運動のためになら狭い個人の世界は犠牲にされ得ると主張しているように読める。もっとも、ブレヒトとの共同作業の中で書かれたアイスラーの音楽がこの戯曲の約半分を占めていることを考慮すると、そもそも音楽 関係を無視してこのテキストを論じ もいいのか疑問の余地があるのも事実だ
22。しかし楽譜もＣＤも出版されていないため、この問題に
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は、新しい社会主義国民文化の創造を掲げて、労働者の文学創造への参加が強く要求されると共に、作家が労働現場へ赴き、現地で作業に加わることも推奨された。この文化革命運動は、その後一九六四年頃まで、東ドイツの文化政策 基本路線となったが、ビッターフェルトはいわばその代名詞だったのだ。　
ビーアマンの喋りは、ユーモラスな中に自嘲を含んだ深刻さ












これはもともとは子供の歌なんだ。足が切られてるだけなら子供の歌だけど、で、そこにこの連が来る。これを聞いた子供はこんな風に言うかもしれない。 「ママ、党って何？」っ ね。まあね、こうなると荷が重いよ 僕が思うに、この歌は子供より大人の方を気疲れさせるだろうね。
　
大人が陥りがちな、否定か肯定か、あるいは右か左か、赤か
黒かといった単純なテキスト解釈をビーアマンは退けている。子供の何気ない質問が大人をときに困らせたり、いらだたせたりするように、彼の歌も聴衆を挑発し、困惑させ 西側の聴衆に自分達の隣人であるもう一つのドイツ社会の現実について自ら考えるよう促している。ヴェーデキント以降、ドイツ語圏の二十世紀文学 伝統と った、大衆歌の衣をまとった鋭い風刺精神を、ビーアマンが戦後ドイツの特殊な文脈で発展させたことが良く分かる例である。　
近年、ビーアマンの後を継ぐ詩人は出ていない。作家による
自作朗読会 頻繁に開催され など、 「声の文化」へ こだわりはいまだ消えていないようにも見えるが、文学はドイツ語圏でも再び 「純文学」 的テキストに回帰する傾向にある。詩がユートピア的批判精神を持ち得ることが信じづらい時代には、これも避けがたい流れといえる かもしれない。
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